
ユ
ニ
オ
ン
の
運
動
に
よ
り
２

８
年
度
か
ら
地
理
で
は
実
現
し

て
い
た
フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用

が
、
２
９
年
度
か
ら
近
畿
（
１

名
）
、
北
陸
（
２
名
）
、
中
部
（
１

名
）
の
地
方
整
備
局
で
実
現
し

ま
し
た
。
地
理
で
は
、
来
年
度

も
フ
ル
タ
イ
ム
が
実
施
さ
れ
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
他
の
地
整

で
は
、
「
定
員
事
情
」
を
盾
に

フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
は
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
部
の
地
整
当

局
は
フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
は

「
閣
議
決
定
、
本
人
の
希
望
、

業
務
の
必
要
性
、
定
員
状
況
か

ら
判
断
し
今
回
の
結
果
に
至
っ

た
」
と
し
て
い
ま
す
。
フ
ル
タ

イ
ム
の
希
望
者
全
員
で
な
い
こ

と
な
ど
の
問
題
点
は
あ
り
ま
す

が
、
長
年
の
運
動
で
や
っ
と
実

現
し
た
要
求
で
あ
り
、
地
整
で

の
フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
へ
風
穴

を
開
け
た
と
言
え
ま
す
。

ユ
ニ
オ
ン
は
、
こ
れ
ま
で

フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
と
｢
長
年

培
っ
て
き
た
知
識
と
経
験
が
生

か
せ
る
業
務
｣
に
就
か
せ
る
こ

と
を
要
求
し
て
き
ま
し
た
。

当
局
は
、
「
職
場

の
若
年
層
と
再
任
用

者
を
対
立
さ
せ
る
た

め
」
「
再
任
用
者
を

職
場
で
孤
立
さ
せ
る

た
め
」
私
た
ち
の
フ

ル
タ
イ
ム
再
任
用
な

ど
の
要
求
を
無
視
し

て
き
た
と
い
う
歴
史

が
あ
り
ま
す
。

今
回
フ
ル
タ
イ
ム

再
任
用
が
実
現
し
な

か
っ
た
地
整
で
は
、

当
局
は
依
然
と
し
て

「
定
員
事
情
」
を
前

面
に
出
し
て
フ
ル
タ

イ
ム
を
行
わ
な
い
と

し
て
い
ま
す
が
、
近

畿
、
北
陸
、
中
部
で

実
現
し
た
こ
と
か
ら

当
局
の
努
力
に
よ
り
可
能
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り,

今

後
も
フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
、
給

与
格
付
け
の
改
善
を
追
求
し
て

い
き
ま
す
。

国
家
公
務
員
の
「
雇
用
と
年
金

の
接
続
」
と
「
長
年
培
っ
た
能

力
･
経
験
を
有
効
に
発
揮
す
る
｣

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
０
０

２
年
（
平
成
１
４
年
）
に
｢
再

任
用
制
度
｣
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。ユ

ニ
オ
ン
は
当
初
よ
り
「
職

員
が
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験

を
生
か
せ
る
仕
事
に
就
か
せ

よ
」
「
退
職
時
か
ら
２
級
下
が

り
の
格
付
け
」
を
要
求
し
て
運

動
を
展
開
し
、
左
表
の
よ
う
に

要
求
を
前
進
さ
せ
て
き
ま
し

た
。

今
年
度
の
人
事
院
勧
告
で
は

「
フ
ル
タ
イ
ム
中
心
の
再
任
用

勤
務
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
定

員
の
調
整
を
行
う
た
め
の
経
過

的
な
取
扱
い
に
つ
い
て
関
係
機

関
に
働
き
か
け
を
行
う
な
ど
引

き
続
き
必
要
な
取
組
を
行
う
」

と
い
う
報
告
も
さ
れ
ま
し
た
。

ユ
ニ
オ
ン
は
フ
ル
タ
イ
ム
採

用
に
向
け
て
、
整
備
局
・
本
省

や
、
内
閣
人
事
局
、
人
事
院
へ

の
追
及
に
加
え
、
昨
年
９
月
に

は
結
成
以
来
初
と
な
る
全
国
上

京
団
を
取
り
組
む
な
ど
の
運
動

を
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
そ
の

事
も
力
と
な
っ
て
実
を
結
び
ま

し
た
。

今
回
｢
フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
｣

が
実
現
し
ま
し
た
が
、
働
き
が

い
を
持
っ
て
公
務
に
貢
献
で

き
、
現
役
の
職
員
か
ら
も
歓
迎

さ
れ
、
経
験
や
技
術
が
引
き
継

が
れ
る
た
め
に
も
知
識
と
経
験

が
生
か
さ
れ
る
業
務
と
な
る
よ

う
要
求
し
て
い
き
ま
す
。
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ユニオンの運動により

地整のフルタイム再任用が実現

再任用の要求実現の経過

○平成１５年度（２００３年度）
・希望する事務所の勤務の実現

○平成２０年度（２００８年度）
・３級指導員を新設させ管理職経験者の３級
昇格実現

○平成２４年度（２０１２年度）
・指導官ポストを新設させ、４日勤務の実現

○平成２５年度（２０１３年度）
・年金支給開始年齢までの「義務的再任用」
の閣議決定

・再任用者の出張所勤務の実現
○平成２６年度（２０１４年度）

・指導官ボストの４級発令、
○平成２８年度（２０１６年度）

・募集要項に５級格付けを記載
・人事院勧告においてフルタイム中心の再任
用勤務の実現に言及

・国土地理院でフルタイム実現

＊２８年度から短時間勤務では管理職経験者の４、
５級格付けが実現し「４級以上に６３％」が格
付けされ、「４級以上が２４％」の他省庁の処遇
と比べ大きく改善されました。

２
８
年
度
か
ら
地
理
で
は
実
現
し
て
い
た
フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
が
２
９
年
度
か
ら
北
陸
な
ど
３
地

方
整
備
局
で
も
実
現
し
ま
し
た
。

地
理
も
昨
年
に
続
き
フ
ル

タ
イ
ム
再
任
用
実
現

こ
れ
ま
で
の
粘
り
強
い
運
動
や
、

初
の
全
国
上
京
団
な
ど
が
力
に

知
識
や
経
験
を
生

か
せ
る
業
務
を



ユ
ニ
オ
ン
が
取
り
ま
と
め

た
、
２
９
年
度
の
組
織
内
示
で

は
、
ポ
ス
ト
が
前
年
度
と
比
べ

マ
イ
ナ
ス
４
１
と
な
っ
て
い
ま

す
。
２
８
年
度
は
、
２
７
年
度

と
比
べ
マ
イ
ナ
ス
８
だ
っ
た
の

で
、
２
９
年
度
は
大
幅
な
減
員

と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
事
務
所
ポ
ス
ト
が
大
幅

に
減
ら
さ
れ
、
本
局
で
は
ポ
ス

ト
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
局

は
増
や
し
、
事
務
所
は
減
ら
す

傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま

す
。
出
張
所
は
、
ほ
ぼ
現
状
維

持
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
オ
ン
が
昨
年
の
１
０
月

に
行
っ
た
官
房
長
と
の
会
見

で
、
事
務
所
、
出
張
所
の
執
行

体
制
に
つ
い
て
「
国
民
の
生
活

に
近
く
何
か
あ
っ
た
時
の
対
応

で
現
場
力
を
持
っ
て
し
っ
か
り

と
国
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め

日
々
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

大
切
」
と
の
認
識
を
示
し
て
い

ま
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
本
局

で
は
な
く
事
務
所
・
出
張
所
の

組
織
を
拡
充
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す

ま
た
、
専
門
員
か
ら
専
門
官

ポ
ス
ト
へ
の
移
行
が
見
ら
れ
、

い
わ
ゆ
る
、
青
年
の
山
対
策
は

進
ん
で
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

課
長
ポ
ス
ト
も
毎
年
度
減
ら
さ

れ
続
け
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
の
、
地
方
整

備
局
と
地
理
院
の
減
員
数
が
ユ

ニ
オ
ン
の
調
査
に
よ
り
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
全
体
の
減
員
数

は
昨
年
度
よ
り
若
干
減
り
ま
し

た
が
、
地
方
整
備
局
で
は
、
昨

年
度
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
２
０

０
を
超
え
る
純
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

大
規
模
災
害
や
イ
ン
フ
ラ
老

朽
化
対
策
を
確
実
・
迅
速
に
進

め
て
行
く
た
め
に
は
、
各
地
方

整
備
局
の
事
務
所
・
出
張
所
、

国
土
地
理
院
の
役
割
は
大
変
重

要
で
す
。
全
国
で
６
１
４
に
も

の
ぼ
る
事
務
所
・
出
張
所
係
長

等
の
空
き
ポ
ス
ト
が
発
生
し
こ

の
２
年
間
で
２
．
５
倍
に
な
っ

て
い
ま
す
。

連
年
の
定
削
で
職
場
は
限
界

を
超
え
て
い
ま
す
。
震
災
復
興
、

テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
な
ど
増
員
要

素
は
た
く
さ
ん
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
毎
年
度
２
０
０
を
超
え

る
純
減
が
あ
る
の
は
地
方
整
備

局
だ
け
で
す
。
一
方
本
省
は
増

え
続
け
て
お
り
「
現
場
切
り
捨

て
」
の
定
員
要
求
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

組織定員の推移 ユニオン調べ

2014年度 2015年度 2016年度 増減 2017年度 増減

地方整備局 19,932 19,674 19,455 -219 19,226 -229

国土地理院 695 689 681 -8 675 -6

海上保安庁 13,208 13,422 13,626 204 13,744 118

地整には港湾含む
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平
成
２
９
年
度
の
組
織
増
減

全
国
で
、
事
務
所
課
長
２
０
ポ
ス
ト
減

総
数
で
、
局
ポ
ス
ト
２
４
増
・
事
務
所
６
５
減

進行するライン
ポストを減らし
て、スタッフポス
トへの偏重
業務執行体制の問題や
組織崩壊、評価低下へ

２
０
１
７
年
度

地
方
整
備
局

の
削
減
数
は
昨
年
に
続
き
三
桁

の
２
０
０
超
え

職
場
は
限
界
を
超
え
て
い
る

◆組織内示状況

【地整全体】 増 減 計 【地整全体】

○○官 6 3 3 増 減 差引き

局建設専門官 22 1 21 83 58 25

局課長 4 2 2 5 24 -19

局補佐 6 9 -3 29 11 18

専門官 1 0 1 117 93 24

保全指導・監督官 1 7 -6 増 減 差引き

専門員 4 24 -20 166 235 -69

局係長 73 47 26 24 161 175 -14

所長・副所長 15 10 5 84 66 18

事業対策官 3 2 1 411 476 -65

総括地域防災調整官 2 0 2 528 569 -41

地域防災調整官 3 0 3

総括保全対策官 7 0 7

保全対策官 10 0 10

工事品質管理官 0 0 0

契約事務管理官 1 0 1

用地対策官 3 0 3

建設専門官 37 16 21

占用指導調整官

道路管理指導官
0 0 0

用地官 0 16 -16

建設監督官 18 32 -14

課長 27 47 -20

専門官 137 17 120

専門職 8 22 -14

専門員 13 136 -123

係長 108 159 -51

出張所長 4 4 0

専門官 3 0 3

出係長 12 15 -3 -65

528 569 -41

【本局】

ライン

スタッフ(所属付)

スタッフ

計

【事務所】

ライン

スタッフ(所属付)

スタッフ

計

合計

平成29年度

※スタッフ（所属付）は専門官、専門員等


